
無鄰菴は、2016年度から文化財の保存に貢献する活用の取組を実施してきました。取組では、無鄰菴だけが持つ価値をわかりやすく
伝え、もっと深く味わうために繰り返し訪れていただくことを目標にしています。
これからも無鄰菴は、目標のもとに、様々な体験イベントや、茶道教室、そして市民の皆さまにご参加いただく提案型ボランティア制
度（フォスタリング・フェロー制度）などを続けます。ぜひ訪れて、存分に無鄰菴をお愉しみください。ここは、あなたのお庭です。

文化財の保存に貢献する活用に、無鄰菴はとりくみ続けます。

無鄰菴指定管理者　植彌加藤造園株式会社

●京都市営地下鉄東西線「蹴上駅」から徒歩約7分　●京都
市バス「神宮道」または「岡崎公園 美術館・平安神宮前」下車、
徒歩約10分　●京都市バス（京都岡崎ループ）「南禅寺・疏
水記念館・動物園東門前」下車、徒歩約4分　●タクシーJR
「京都駅」より約20分　※駐車場はございません
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●Kyoto City Subway Tozai Line : 7 minutes’ walk from Keage 
Station ●Kyoto City Bus : 10 minutes’ walk from “Jingu-michi ”
or “Okazaki Koen/Bijutsukan,Heian Jingu-mae” ●Kyoto 
Okazaki Loops : 4 minutes’ walk from “Nanzenji/Sosui 
Kinenkan/Dobutsuen Higashimon Mae” ●Taxi : 20 minutes 
from JR Kyoto Station 　*No parking lot

開場時間  Opening Hours

※最終入場は、閉場時間の 30分前までです。
*Last entry 30 minutes before closing. 

4 ~9 月

10~3 月

Apr.–Sep

Oct.–Mar.

9:00 ~18:00

9:0 0~17:00

お一人様 / Adults  ¥600
入場料  Admission Fee

※市内在住の70歳以上の方、
　障がい者手帳保持者、未就学児は無料
* Free entry for children under 6

無鄰菴管理事務所
〒606-8437 京都市左京区南禅寺草川町31番地
31Nanzenji Kusagawa-cho, Sakyo-ku, Kyoto 606-8437 

Murin-an Administrative Office

design: Masae Kobayashi

無鄰菴指定管理者

新型コロナウイルス拡大防止のため、臨時閉場とさせていただく場合が
ございます。開場状況につきましては、無鄰菴公式 HPでご確認いただ
くか、施設にお問い合わせくださいませ。

075-771-3909
お電話

人数限定入場について
・新型コロナウィルス拡大防止のため、当面の間、無鄰菴へのご来
場は時間毎の入場制（事前予約優先）とさせていただきます。
・1時間ごと、毎時0分にご入場いただきます。
・ソーシャルディスタンスに配慮した上限人数を設けております。
・当日お越しいただき、入場枠に空きがない場合はご入場いただけませ
んので、事前のご予約をおすすめいたします。
・10分間無料ガイドが基本入場料に含まれます。

・場内ではマスクの着用をお願いいたします。 
・体調不良もしくは 37.5 度以上の熱がある場合は、ご入場いただけません。 
・入場時にアルコールにて手消毒をお願いいたします。 
・混雑を生まないため、見学ルートはスタッフの案内に従ってください。

https://murin-an.jp

ご予約方法
・無鄰菴公式サイトから受付中。「無鄰菴予約」で検索。
    https://murin-an.jp/garden-reservation/
・インターネットをご利用にならない方は、お電話075-771-3909より
受付しております。感染拡大防止のため、スタッフ数を減らして運営
しておりますため、できるだけ公式サイトからお申込いただけますと
ありがたく存じます。
●ご留意
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・無鄰菴は南禅寺界隈別荘群の中でも最初にできた別荘庭園。
・東西に延びる敷地の西側に母屋・洋館・茶室があり、庭越
しに東山の借景を望めます。

・琵琶湖疏水を活かした浅く躍動的な流れと、広々とした明
るい芝生の空間が特徴。
・モミジ林にはこの上なく美しい苔のじゅうたんが広がります。

［造営］1896年 　［施主］山縣有朋　作庭：七代目小川治兵衛
［特徴］東山を借景にした庭が至極美しい。
近代日本庭園の傑作。明治の京都、庭、南禅寺界隈の静けさを味わう絶好の場所。
琵琶湖疏水のせせらぎを180度味わえる庭園カフェもオープン。
季節のイベント実施中！

無鄰菴とは

www.murin-an.jp
無鄰菴 公式サイト

@ueyakato
Facebook

murinan_garden
Instagram

murinan_garden
Twitter

日本庭園をたのしむイベントやアクティビティー、庭園カフェの情報、随時更新中！
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●時間：閉場後～22時まで
●料金：30万円税込
●申込：ご利用日の1ヵ月前まで

●April-September: 6:00-10:00 PM
●October-March: 5:00-10:00 PM
●Fee: 300,000Yen

夜間ライトアップ付きプライベート利用 受付中
Special Lit-up Night Garden Viewing Plan

月2回、庭園の情報をお知らせするニュースレターを配信。限定イベントも。

無鄰菴、岩倉具視幽棲旧宅、
慶沢園、栂尾山 高山寺

無鄰菴管理事務所までお電話
または無鄰菴ウェブサイトよりお申込。

参加施設

申込方法登録受付中！

庭園メンバーズ　ニュースレター会員

入会費・年会費無料
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Kyoto Modern Japanese Garden Murin-an

京都の傑作 日本庭園
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www.murin-an.jp
無鄰菴 公式サイト

@ueyakato
Facebook

murinan_garden
Instagram

murinan_garden
Twitter

「季節の限定茶菓子席  -二十四節気にあわせて」- 毎月2回
 4/2、4/16、5/7、5/21、6/4、6/18、7/2、7/23、8/6、8/20、9/3、9/17

「毎週水曜は野鳥ミニ講座」「毎月28日は庭の日。35歳以下無料」

庭が輝く季節、昼も夜も楽しみましょう。ここは、京都のあなたの庭。
2022、無鄰菴は多様な楽しみをご提供します。 夏の庭は限定人数で、涼やかに過ごしましょう。ゴールデンウィーク、6月は夕暮れを味わおう。

1903 年 4月 21日、日本の近代を築いた大物政治家、伊藤博文らが
無鄰菴の洋館で歴史的な会議を行いました。このイベントでは特別に
普段立ち入れない場所もお入りいただけます。写真撮影もOK！

無鄰菴会議の日

●2,500円（入場料・喫茶料金込）　●要予約　●各回10名まで

●毎週土曜日・日曜日　●11:30-13:00（90分/回）
●3,300円（入場料・お抹茶料込）
●要予約・先着順　●4名まで

①10:00-11:30　②13:00-14:30 4/21（木）2部入れ替え制

京都工芸繊維大学kyoto design lab×無鄰菴「未知の庭」

かなり面白いガイド

南禅寺の御用達を170年以上務める植
彌加藤造園で、驚くほど鍛え抜かれた
コンシェルジュガイドがプライベート感
覚でお庭をめぐりながらご案内します。
お庭のこと、京都のこと、気になる質問をしてみよう！
終わったら母屋でお庭を眺めながらお抹茶をどうぞ。

京都の日本庭園の季節の移ろいを、お香ととも
に味わうイベント。松栄堂が無鄰菴のために特
別に選出した和歌とともに季節を感じて。なんと
優雅な時間。無料。

イエス、能。「竜成の部屋」
金剛流シテ方能楽師宇髙竜成（うだかたつしげ）
さんの、お能の教室を1時間だけ無鄰菴に出張！
見るだけもよし、一緒に舞うもよし。季節に合わ
せた演目をお庭で味わう、なんと贅沢な時間。無料。

定番の人気を誇る、通年講座
庭職人と庭園スタディー☆2022

●毎日　●9:00-17:45　
●無鄰菴　喫茶付き入場券 1,600円  

みんなリラックスできるカフェ

いま、やってるよ。

いつでもやってるよ。

そのほか色々やってます。
詳しくは公式サイトもしくは公式SNSで！

もっと知りたいひとはWeb・SNSへ！ 

喫茶の時間＠茶室
月1回、特別に茶室の中でカフェのメニューを
お楽しみいただけます！
日程はSNSでチェックを、よろしく！

無料！でも超京都なイベント。

●全5回　4/16、6/11、10/15、12/3、2023/2/4
●14:00-16:00（14:00-15:10講座、15:10-16:00自由散策）
●3500円（入場料込）　●定員10名 (要予約・先着順 )　●各回10名まで●毎月1回どちらも実施日は公式SNSでお知らせ。 　●無料（予約優先）

見えない人と見える人がともに体験するガイド

●1,000円（お抹茶料金として）　●参加者一名につき介助者一名まで同席可。
介助者は入場料無料、お抹茶料金1,000円　
●要予約　●視覚障害者の方3名まで

13:00-16:005/12（木）

植彌加藤造園知財企画部マイケルさんの

英語ディスカッションを通じて日本庭園の見方を学ぶ気軽なサロン。
この講座は、すべて英語で進行します。

英語で日本庭園サロン

●両方の受講6,000円　●座学編・見学編いずれかの受講 各3,500円
14:00-15:30  5/15（日）、6/26（日）

全２回シリーズ　座学編・見学編

6/10（金） 「モスモスな苔にさわる！→お庭で観察会」同時開催（有料、要予約）

洋館で苔をたのしむテラリウム Mosslight-LED を展示します。
Mosslight-LEDは LEDライトの光と水だけで、ガラス容器の中で
何年も苔が生き続けるある種のお庭。無鄰菴とともにお楽しみを。

「苔むすテラリウムの魅力」展
●無料（要入場料）6/1（水）～6/30（木）

夏の早朝特別開場

Mosslight-LED

京都の夏、涼やかな流れがせせらぐ日本庭園で冷たい煎茶をい
ただきながら、おりんの音色に癒される。そんな時間です。

おりんが響くせせらぎの日本庭園

●要予約　●3,500円　●1日10名まで

8:00-9:00

18:30-21:00

7/16（土）、17（日）

無鄰菴では２年ぶりに東山の名月を眺める会を実施。庭園と気軽な夜カフェを自由に散策。
今年は静けさを味わうお月見がテーマです。

東山の名月を密やかにながめる会
●要予約　●3,500円（ワンドリンク付き）　●30名まで9/10（土）

夏の無鄰菴非公開ルート特別見学会

山縣有朋が巡ったルートでめぐる往時の無鄰菴
14:00-16:00

無鄰菴の通常非公開のルートを限定人数で見学し、講師の解説とともに名勝庭園の面白み
を深く味わいます。

●要予約　●4,500円　●10名まで 5/28（土）

ゴールデンウィークの無鄰菴名物イベント。
今年は完全予約制で実施します。

本当の夕暮れを見てから→新緑ライトアップ！

●3,500円（ワンドリンク・ガイド付き）
●要予約　●各回30名まで

①18:30-20:00　②20:00-21:30
4/29（金・祝）、4/30（土）2部入れ替え制

瓢亭×無鄰菴　ゴールデンウィーク特別限定

南禅寺界隈の真の深みが体感できます。きっと往時の元勲も、
春の宵はこうして楽しんだことでしょう。

青もみじゆれる和ろうそく茶会！

●23,000円　●要予約　●一席10名まで

①17:00-20:00（お食事17:00-18:00） 
②18:30-21:30（お食事18:30-19:30）

5/3（火・祝）、4（水・祝）、

蛍が舞い飛ぶ

蛍と出会える夕暮れに、ひっそりとプライベート感覚で
日本庭園を散策するイベントです。

トワイライト日本庭園の特別鑑賞

●3,500円（喫茶料金込み）　●要予約　●30名まで
19:00-21:006/3（金）、6/4（土）

ゴールデンウィーク特別企画

ウェブから事前購入が確実！

カフェといっても特別です。このお部屋
は、約120年前に山縣有朋が庭を眺め
たときそのまま。今はあなたのお庭です。
180度パノラマに広がる日本庭園は圧巻。
流れのせせらぎや、野鳥のさえずりがあ
なたをいやします。

松栄堂×無鄰菴　いいセンス！インセンスの時間

京都の国指定名勝庭園を、伝統的な技
術をもち樹木医でもある職人と一緒に
お手入れします。
季節ごとに、無鄰菴の通常非公開エリ
アで、実際に苔の手入れや樹木の管理
などをします。
京都東山の日本庭園に、体ごとひたる
チャンスをお見逃しなく！

～煎茶とともに～

視覚に障害がある方と、晴眼者がともに日本庭園を巡ることで、新
たな日本の空間の魅力を発見。京都工芸繊維大学 Kyoto design 
Lab 制作の３D点群データを生かした無鄰菴の精密な模型で全体を
把握した後、ともに庭園を歩き、語り合います。

「週末庭園巡り」


